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一九州地区の研究紹介に代えて一

I.はじめに

九大殷 長 正道

燦々と輝く太陽，そして｛阪かな降l:lihtを行する南国・九州は，林業にとっては般も！はまれた条件

にあるといえよう。 11n1林果（スギ），小国林業（スギ），妖肥林業（オピスギ）をはじめ，八女（スギ），

菊池（スギ），玖珠（スキー），足久島（ヤクスギ），球府（球府桧），大口（伊佐桧），声北（マツ），

霧島（キリシマアカマツ）等々，イI名無名の林業地が九州全城に分布しているのもその一つの証左で

あるといえるかも知れない。 II1a,tも撫育・管理の方怯によっては照くほどのものがある。一般に九

州における主要林業地はスギがその大半を占めていることも特長の一つであるといえる。スギの楊合

駆では殆どみられなくなったとはいえ，山でのl[i挿し造林も可能なくらいである。スギに次ぐもの

としてはヒノキがある。このスギとヒノキで人［林のほぽ90ククに達する。熊本県芦北や大分県困東等

に代及されるマツは数次におよぷまつくい虫の被害により， r1ての主要樹種の地位から大きく後退し

た感である。また，近年， 自然林としての価値が再評価されつつある広梃樹林は，九州では中央部仔

梁山系の奥地林のほかは国立•国定等の公園の一部その他に小面栢が骰在するに過ぎず，淋しい状態

である。これも自然条件や立地条件がスギ， ヒノキ等の人［林に適する九州の，ある意味での宿命な

のかも知れない。

このように，スギに代表される九州の林業にも問起点がないわけでは決してない。江戸時代からの

造林の繰り返しに起因する林地I杓苑力の低ドに対する懸念や大1Iii栢一斉造林による病虫害の発生，同

様にして大面禎伐採にもとづく林地の荒廃，さらには毎年の台風による風害，また本年にみられるよ

うな長期の1:]照りによる若齢林の 1こばつ古，窃はその一例として指学される。一方，良質材形成のた

めの除間伐，枝打ち等の施業技術の確立，ならびに林分密度管Fl！の体系化，森林が有する公益的機能，

等の問題も研究課題として真剣に指向されている。

以上のような問題点や研究課題が，九州における林学林業関係者のひとしくかかえる研究テーマで

あるといえる。そしてこれらの研究テーマに対しては大学をはじめ国立，県立林業試験場や現場林業

技術者，実務家等の間で実に多種多様におよんでいる。それらの中で， ここでは林業統計研究会に直

接関係があると思われる経営部門について日本林学会九州支部における毎年秋の研究発及会から，最

近の発表テーマを紹介することにより，九州地区の研究紹介の概要に代えさせていただくこととする。
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これらの研究発表は日本林学会九州支部研究論文集として毎回印刷公表されているが，他地区の方に

は[1に触れる機会が少ないのでは， との考えによるものである。なお，テーマについては 1報， 8報

等の続報の場合は本大会とつながってて重複することも考えられるが，その点は御容赦いただきたい。

A. 第 31回九州支部研究発表

（昭和50年10月，鹿大農学部，日林几支論29)

1.名朕川上流域における水姫林の理想的あり方について (I)

2.同上 (ll)

3.森林の公益的機能と林分構造の関係解析 (I)

西沢（几大農）他2

竹下（九大農）他 2

西沢（）し大農）他 3

4, I叫 上(ll) 関尾（九大農）他 3

5.西及島における森林の保健休従機能に関する研究（ I) 森林レクリェーション利用者の

アンケート調任から 新本（疏人農）他 1

6.森林造成維持代用の推nについて・観光レクリェーションの面からの考察 柳（林試九州支場）
7.大分県「県民の森」について (DI) 11J地買収とその問題点 小関（大分県）他 1

8.林木の心材形成促進技術に関する研究（ V) みかん割りによる心材形成の観察 井原（九大農）

9.伐採計画と収穫予想9こついて (V) 飯塚（宮大農）

10.熊本県閻戊材撤出技術体系の開発について（ I) 吉田（熊本県）他 7

11.聞伐率の変化にともなう生長予測 (V) 固定収穫試験地における予測例 森田（林試九州支場）

12.空中写哀9こよる海岸クロマツ林の林分構造の解析 (I)

宮崎 lfrし海岸林の蓄栢•生長凩の推定

13.赤外カラー写真による九州大学宮崎演習林広野地区の蓄栢推定 (I)

空中写真材禎回帰式の誘導

14. lru 上 (ll) 7個林班， 531.taの祖栢推定

小泉（宮大農）他 1

長（九大農）他 3

村瀬（九大農）他 3

15.林分シミュレーションに対する生長モデルの研究（ I) モデル設定の概要 木梨（九大農）他 2

16.同上 (l) ワイプル分布のあてはめについて 西沢（九大股）他 2

17.写真浪度のサンプリングによる森林珠境モニターリングの研究 (Ill) SPRの場合

18.九州における林間放牧の実施概況について

19.宮崎県海岸林の林分構成，機能及び施業に関する研究

勾．暖術性落葉広葉樹林の特性と施業に関する研究

21.私有林の経営について

22.稲岡県における緑化用樹木の生産屈の推定（ I)

23. Baden -Wii rttemberg州森林経理規程と森林の社会的機能
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木梨（九大農）他 1

黒木（林試九州支場）

宍戸（宮大農）他 1

野上（宮大農）他 1

三善（宮大農）

常岡（九大農）他 1

飯塚（宮大農）



（他 9部門124テーマ， 1シンポジウム）

B. 第82回九州支部研究発表会

（昭和51年 10月，宮大教育学部，日林九支論30)

1．西表島における森林保健休校機能に関する研究 (I) 森林資源の特徴および保健休旋

施策の検討 新本（琉大腹）他1

2.或る自立林家の経党実態分析 青木（九大農）他 1

3.径級伐採方式による非皆伐施業の一r.l:l例・大分県速見郡山香町の西鉛定氏の山林

青木（九大設）他1

4.伐木辿材代対材価比較・スギの場合 福島（福岡県林試）

5.系材の形質と市場価格・ヒノキの場合

6.亜熱術性火然広免樹林の施翠改務に関する研究 (Ill)

福島（福岡県林試）

安里（沖縄県林試）他1

7.福岡貼における緑化用樹木の＇七 I粗htの推定（軋）モノクロの空中写真利用の問題点

8.中・小規模経曾林の育林作業について

9.企業的林業に関する研究

10.熊本県1闊伐材搬出技術体系の開発について (D)

11. Iii 上(Ill) 路網計画について

12. rl-iJ J: (IV) 施行について

13.同上 (V)

常岡（九大製）他2

三善（宮大農）

三善（宮大殷）他1

吉田（熊本県）他 7

鶴（熊本県）他 7

坂田（熊本県）他7

小邦（熊本県）他7

14. スギ樹幹の上部LH径の推定 長浜（福岡県林試）

15.間（知界の変化にともなう生長予測 (VI) 単木の直径生長と疎密比数との関係解析

森田（林試九州支場）

16.成木林施肥効果の判定・施肥と問伐の解析（ I) 森田（林試九州支場）他1

17.利｝il材積の直接測定に関する研究 (Il) デンドロメトリーとミニコンピュータリゼーション

18. ラインサンプリンゲによる生長址 うっぺい度および樹冠星の推定

19.森林の公益的機能と林分構造の関係解析 (IV)

20.林木の心材形成促進技術に関する研究 (VI) ヒノキ林分の心材形成の実態

21.空中写真の利用による森林の公益的機能の計址法に関する研究(I)

西沢（九大殷）他1

西沢（九大殷）他1

西沢（九大殷）他 3

井原（九大農）

長（九大腹）他 1

22.林分シミュレーションに対する生長モデルの研究 (VI) 林分構造の推定と予測

西沢（九大殷）他3

23.同上 (vu) 生長による各直径階中央値の増加屈の、汁符について 木梨（九大腹）他3
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2.4.伐採計画と収穫予想について (VI) 飯塚（宮大農）

（他8部門 141テーマ， 4特別講演）

c.第38回九州支部研究発表会

（昭和52年10月，琉大法文学部，日林九支論31)

1.間伐材生産事例について 野田（福岡県）

2.法正林の収支と輪伐期 (I) 設定，収穫一九州林産における資料をもとにして

山部（九州林産）

3.同 上(B) 支出，試算，考察一九州林産における資料をもとにして 山部（九州林産）

4.ライン調査と標準地調査の精度並びに調査費用の比較について 加賀（九州林産）

5.暖地における森林労働の生理と心理に関する研究（ Ill) 集材作業班の生産性と成貝の

心理的要因 中島（宮大農）

6.八女林業地における但行技術に関する研究（ I) 下刈について

7.同 上 (Il) 地jJ階別の地栴・下刈・蔓切費について

8.八女林業地における施業の変遷と材質の変化・品種と年輪巾

9.森林の公益的機能と林分構造の関係解析（＂）

福島（福岡県林試）

福島（福岡県林試）

福島（福岡県林試）

井原（九大農）他3

10.利用材栢の直接測定に関する研究 (IV) デンドロメーターの測定誤差について

増谷（九大農）他 1

11.同 上 (V) ライン調査とデンドロメトリー 野上（九大農）他1

12.森林経営計画における空中写真の応用（ I) 九州大学粕屋涸習林における実験研究例

吉田（九大農）他2

13.空中写貞の利用による森林の公益的機能の計羅法に関する研究 (ll1) 長（九大農）他2

14.福岡県における緑化用樹木の生産鼠の推定 (V) 空中写真による生産面積推定方法の検討

常岡（九大農）他2

15.白鹿岳標本調査試験地における固定プロットの設定（ I) 材積の分散分析について

16.同上(D)

17.スギ林の間伐について (IV)

18.エゴノキの施業について (I)

木梨（九大農）他1

西沢（九大農）他1

三善（宮大農）他1

田場（琉大農）他2

19.天然生広葉樹林の利用率について 平田（琉大農）他2

20.亜熱帯地城の森林施業に関する研究（ IV) 天然生熱帯有用樹の分布と林齢構成について

新本（琉大農）他 1

21.玖珠地方における保残木施業の一考察について 樋口（大分県）他3
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（他8部門 144テーマ， 4特別講演）

D. 第 34回九州支部研究発表会

（昭和53年 10月，大分県肖山高校，印刷中）

1.広菓樹大径木における上層木の直径と本数の関係・落第広菓樹天然生林の場合 今田（九大農）

2.暖帯性落菓広葉樹林の特性と施業に関する研究（圃） コナラ天然林の物質生産 甲斐（宮大農）

3.亜熱鞘性天然広葉樹林分の施業改善に関する研究 (YI)

4. lii.l上（VD)

5. 火然広栗樹の朋芽更新について (I)

6.福岡県における緑化用樹木の生産htの推定 (YI)

7.佐賀県宜上町における小規膜林家の施業行動

8.要間伐林分の林分構造に関する研究 (IV)

9.間伐が行われた固定プロットの林分構造の予測

10.直径分布を示したカラマツ林分収穫及の試算例

11.スギの間伐について (V)

12.熊本某間伐材搬出技術体系の開発について 01)

13.同上(VD)

14.林道密度と架線集材の関係について

15.民有林における集材作業に関する研究 (l)

16. St. Morgen営林署所管私有林について

安次富（沖縄県林試）他 1

安里（沖縄県林試）他 1

平田（琉大殷）

常岡（九大農）他2

青木（九大農）他2

宮畑（宮崎県林試）

柿原（九大殷）

柿原（九大股）

三善（宮大製）他 1

柴垣（熊本県）他 7

川野（熊本県）他 7

17.民有林の経営に関する研究（ I) 鹿児島吹上町における模合山について

18.風致林施業について・帯状区分皆伐作業における回帰年の推定

緒方（宮大I.::!)

森田（九大農）他1

木梨（九大農）他1

辻本（鹿大農）他1

山部（九州林産）

19.まつくい虫の総合防除のシステム化に関する研究（ I) 西沢（九大農）他3

20.同 上（＇）写真（フィルム）の種類によるまつくい虫被害木判読の予備テスト (1)

21.林分収穫表の幹材積の修正

22.林況診断表の作成（ I)

23.間伐率の変化にともなう生長予測（VD)

24.年輪密度の制御方法に関する研究

25．クヌギ幹材積表の調製

26．利用材積の面接測定に関する研究（VD)

27.幹型（細り）に関する考察

長（九大農）他 3

森田（林試九州支場）他 1

森田（林試九州支場）

森田（林試九州支場）

井原（九大股）

東中（鹿児島県林試）

増谷（九大農）他 1

野上（九大腹）他 1

28．九州屯力社有林におけるスギ林の生産htについて・ワイプル分布による直径分布の
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予測の検討 加賀（九州林産）

29.東部カリマンタンにおける森林調査システムの効率分析 ・ノエイトノ（九大農）他 1

30.林分構造と地形の関係解析に関する研究（ I) 吉田（九大J.!:!)他 2

31.空中写哀の利用による森林の公益的機能の計籠法に関する研究 (V) 山崎（九大製）他2

32.照査方式間伐による林分構造の解析 消水（九大製）他2

33.世界主要国における森林調査（本系について（ I) 西沢（九大農）

（他 18部門 180テーマ， 2特別講狐）

ll. 各人の研究紹介など

I. フライブルグ，ブカレスト 6月場所日誌抄

九大殷 西沢正久

6月9日（晴）昭，福岡空港発9:40の日航機で成田へ。そして成田発 11:30のソ連機アエロフロート

に乗る。乗る前にダルマ 2本，ピース 1カートンを無税で買う。モスクワまでl:l本語で話し，食事も

待遇も前評判よりよい。モスクワ 5輪のためか？ モスクワで一休みしてその日の 19:20にコペンハ

ーゲン仔。ハイヤーで SELANDIA HOTELへ。ダルマを飲んで町を一まわり。

6月10日はこ）雨後似。観光パスに乗って古城，博物館，人魚姫の像などを見学。夕方中華料理店で

チャーハン。チポリ公園でピール。

6月11日（日）歴後昭。昨日予め見つけておいたパスターミナルに歩いて荷物を持って行き空港ヘパ

スで行く。フランクフルトに着くと，フライブルグから Prodan先生の所に留学されている宮崎大

学の飯塚氏が出迎えに来ておられる。有難い。地下鉄でフランクフルト駅へ。駅でビールを立飲みし

て汽車でフライプルグに 4:30pm 着。 夕食を丘の上のレストランで二人でとる。飯塚氏体調が悪い

とのことで早々に山を下る。 CITY HOTELで Warrenに会う。ニュージランド以来久し振りであ

る。彼はカナダに移り，今は今回の統計部会のリーダーである。北村先生と同じホテルで一安心。こ

れからフライプルグ場所の始まりである。 (0) 

6月12日（月）晴後雨。 10:00am北村先生と大学の発表会場に着く。午後の発表に決る。木梨，北

村両先生は14日に決る。昼食にビールを飲んで景気をつけ，無事終る。演題は "Dendrometry.... 
and Miniromputerization"である。夕方東大の箕輪君を出迎えて，発表が終ったホット会と箕

輪君の到着祝をする。 (0) 

6月13日（火）晴。北村先生の発案で，木梨先生と三人でフライプルグからポストパス（郵便馬車）

に乗ってシュパルッパルトを北に4時間縦断し， フロイントシュタットに12時に着く。買物をして 2
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